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Insecticide resistance in the cotton aphid, Aphis gossypii Glover on strawberry
Kenji A iva
Summary

In 1987-1988, the incecticide resistance of cotton aphid Aphis gossypii, on strawberry
were tested by rapid-dip methods and determination of esterase activity.

There was no organophosphorus insecticide which was effective on cotton aphids obtained
from strawberry field in Tochigi prefecutual agricultural experiment station. The aphid
showed low susceptibilty for carbamates insecticide, although it showed high susceptibility
for pyrethrins and pyrethroids.

The many strains of cotton aphids obtained from each strawberry fileds in Tochigi

prefecture showed organophosphorus insecticide resistans, though there were some
differences between strawberry fields.

Relationsip between esterase activity and susceptibility to organophosphorus insecticides
were recognized.

Bull. Tochigi Agr.
Exp. stn. 36 : 77~82 (1989)
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イチゴに発生するワタアブラムシの薬剤抵抗性

合田健＝

　　　　　　　1　緒言

　イチゴに発生するアブラムシ類の種類は多く，

栃木県内でも10種が確認されている．これらの

うちイチゴハクギケアブラムシ（Chaetosiphon

fragaefolii），イチゴネアブラムシ（Aphis

forbesi），ワタアブラムシ（Aphisgossypii）

の3種が1974年から1975年の調査では重要種と

された．しかし，最近のイチゴハウス内でのア

ブラムシ類の発生はワタアブラムシが優占種で

あることが多く，本種の発生増加は著しいもの

がある．一方，栽培農家からは現有登録薬剤で

はイチゴのワタアブラムシは防除が困難である

との声が多くなった．それらのこれからワタア

ブラムシに薬剤抵抗性が発達したことが考えら

れ，1987年及び1988年に薬剤抵抗性の実態を明

らかにするため，農試場内及び県内各地のイチ

ゴのワタアブラムシ個体のエステラーゼ活性を

測定し，殺虫剤抵抗性とエステラーゼ活性の関

連性について考察した．その概要を報告する。

　　　　　　豆　調査方法

　！987年5月28〜31日，農試場内のイチゴ圃場

に発生したワタアブラムシについて数種の薬剤

に対するLC50値を求めた．薬剤はDDVP，マ

ラソン，MEP，DEP各50％乳剤，ピレトリン

3％乳剤，メソミル45％水和剤，NAC50％水

和剤，ペルメトリン20％乳剤を供試した．

　1987年3月26日〜6月3日及び1988年1月5

日〜2月4日に採集した県内各地のイチゴのワ

タアブラムシ個体群に対しマラソン及びDDVP

に対するLC50値を求めるとともに1988年に採

集したものについては個体別のエステラーゼ活

性を測定した．

　LC50値の測定は浜の虫体浸漬法によった，

すなわち，高さ25mm，直径24mmのガラス円筒の

一方をテトロンゴースで覆ったものにアブラム

シを入れ，各薬液に10秒間浸漬したのち，ろ紙

上に置き薬液を吸い取った．また，両側の口を

新しいゴースで覆ったが，一方の口には餌さと

してイチゴの葉を挟みこんだ．処理した円筒は

塩化アンモニウム飽和水溶液を用いて湿度をお

よそ80％に保ったスチロール樹脂容器内に入れ

24℃で24時間保持したのち死虫率を求めた．各

円筒には10匹づつのアブラムシを入れ，1濃度

につき50〜100匹を供試した．薬液は2倍希釈

で得られた250〜8000倍までのうちの4段階を

もちい，プロビット法によりLC50値を求めた．

　個体別のエステラーゼ活性の測定は浜　，τ頑

に従い，以下の手順で行った．供試個イ　リン

酸緩衝液（0．067M，pH7．2）21）0μ・

に磨砕し，その50μ1を粗酵素液として酵素活

性測定に用いた．酵素活性は0．03Mα一ナフチ

ルアセテートを基質とし，30℃で10分間反応さ

せ，生成したα一ナフトールを定量した．タン

パク量は同…個体群の中から平均的な10個体を

選び，Folin−Lowry法によって測定し，その平

均値からタンパク当たりのエステラーゼ活性量

を求めた．

　県内各地から採集したワタアブラムシは場内

のガラス室で隔離飼育し，十分な個体数に達し

てから試験をおこなった．
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